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Kyoto University
る吸収よりも,むしろ細胞外での消化分節が主体
となっていることが示唆される｡
霊長類における歯の措形質と下顎骨形態との開
脚こ関する機能解剖学的研究
金沢共作･関川三刀･上明戸芳光 ･尾崎公
(日大･松戸歯)
詔技研の蛸牙はそれぞれ種の企生態や機能に応
じて進化,あるいは退化している0本研究は下顎
骨の3次元的形態から類推される岨頓運動の特徴
と,歯の謂形乳 歯数,攻托皮等との関係を明ら
かにすることによって,岐邪の機能を統一的に珂
耶することを目的とする｡59咋皮は次のような計
測および解析を行った｡
1)計測した材料 :乾燥頭芸骨,ColobuSVCruS
62),919,Colobusrx)lycomos89,922,
Cercopithecus Glmbelli87,早8,Cercop卜
thecus petaurista82,93,その他旧世界
ザル11位14個体,新世界ザル8柾9個体｡
2)計測項目:頭蓋の一般計測(項目数23),
歯列弓計測(上顎8項目,下顎7項目),歯牙計
測(近遠心径など36項目)｡
8)g!3大臼歯の退化皮等,ノンメトリックな
形質の記載｡
4)歯列弓写1計測用規格写1の拐彫｡
5)計測値および計測値から打出される測度の
一般統計:Colobus屑におけるCP3コンプレック
スの種差や性差,また歯の大きさの柾差は必ずし
も顎の大きさとは並行しないこと,などが理解さ
れた｡
6)計測値問の相関行列の作成｡
7)主成分分析'.各構造(歯,歯列弓,読)ど
とに主成分分析を行った｡これにより歯列弓のサ
イズと形には犬歯間隔の影響がきわめて大きいこ
と,下顎骨の計測値間の建円のバラツヰはヒトほ
ど大きくないこと,等がわかった｡
8)主成分分析の結果から,種固有の顎形態を
IFLiも良く表現するパラメータをいくつか選び,そ
れらと歯や歯列弓との関連を現在解析中である｡
59年度の研究の概要は昭和60年1月a)日,jt･同
利用研究会で発表した.60年度も継続して訂bu例
数を増加する予定である｡
課 題 11
前頭連合野の入出力の神経解剖学的研究
藤井正子(qTt松医大)
木研死のL'.手当初,花々は綜維気.i合と柵肘'.;午
の立切から,サルのBrodmannの23野と24野,山
来れば,他の25,32,29野の特徴を捕え,それを
他の動物の区分の参考にすることを考えた｡nTJuTl
連合野との線維結合の仕郡もその一環であった｡
しかし,これらの手段のみではその日r仰こ不充分
であることがわかり,他の,m紙化学的方法も中人
することとした｡今印鑑は1例においては,従来
過り,叩状回にWGA-IIlくPを旺入し,その求iB
心緒を追跡したが,他の例においてはKoelle法
の変法によるAcetylcholinesterase染色,ETf金
屑を証明するというTimm法で処理した｡この組
織化学的手段による結果は後にゆずる.
先年は3匹のサルの例において,主としてrtI状
回と主構内およびその周辺皮質についてのべたが,
今回は,1例を追加し,帯状回と眼肩皮質との関
係をのべる｡
注入部位は,主として,脳梁の上部の帯状回の
23と24野であるが,いずれの例においても,唄索
の起始部および唄索の背万皮質に散在性の標識細
脂(求心路)と標識線椎(遠心路 )が認められた｡
ネコにおいても同じような所見が著明であった｡
さらに,前頭 ･唄鰐で作る眼南面前部の3角形の
皮TI統野との線維結合が存在したが,24野からの
両行性結合の方が密で,より外方に位置する領域
と,23野からその内方で時として喚溝の底部ある
いはその側壁との結合が証明された｡脳梁の後端
からすぐ後方の帯状回注入側では,この3角部の
所見は見出せなかった｡ここへの投射線維は表層
(1-2層)には迎せず,より内側の屑にとどま
り,標識細胞は3屑と6屑が中心であった｡この
様な所見は,ネコに該当するものが見EliLえなか
った｡h'f状回の投前部と帖後部の例を追加して,
総合的な紙論を出したいと想っている｡
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